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複数のドメイン上の既存Webサイトに新たな機能を追加する手法
坂入 隆　大湖卓也　牟田英正

A Method to Add New Functions to Existing Websites on Multiple Domains
Takashi Sakairi    Takuya Ohko    Hidemasa Muta

既存の複数のドメイン上のWebサイトにアクセシビリティを高めるなどの新たな機能を追加
するという要求がある．これらの要求に対して，現在，提案されている解決策は，ActiveXの
ような特定のクライアント環境でのみ動作する技術を用いている．本論文では，ダイナミック
HTMLを用いて，複数のクライアント環境で動作する手法について述べる．

There are demands to add new functions such as improving accessibility to existing websites on
multiple domains.  Currently proposed solution to this demand is to use technologies such as Active
X that could only run on a specific client environment.  This paper discusses the solution that works
on multiple client environments by use of dynamic HTML.
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accessibility, Website, dynamic HTML, JavaScript, cookie
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ションを購入し，導入するという作業を行う必要があ
る．Webサイト管理者が追加する場合は，特定のWeb
サイトでしか使えないが，情報提供者であるWebサイ
ト管理者がサービスの費用を負担することになり，利
用者にとって費用や導入の手間などの負担が少な
い．公共性の高いWebサイトでは，利用者に大きな手
間をかけることなく，アクセシビリティを高めることが
望まれている．また，企業などのWebサイトでも，利用
者の利便性を高めることは重要である．本論文では，
Webサイト管理者が追加する場合を扱う．

Webサイト管理者が既存Webサイトに新たな機能を
追加しようとする場合に，単独のWebサイトに対して
だけ機能を追加するとは限らない．複数のWebサイト
に対して同時に機能の追加を行いたい場合がある．
また，これらの複数のWebサイトが同一のドメインに
存在するとは限らない．例えば，地方自治体が既存
Webサイトにアクセシビリティの機能を追加しようとす
ると，その地方自治体が運用しているWebサイトだけ
でなく，その地方自治体が出資している第三セクター
が運用しているWebサイトなど多くの関連Webサイト
が対象になるが，これらのWebサイトは別のドメイン
となる．また，企業グループの場合でも，それぞれの
企業が運用しているWebサイトは別のドメインとなる
場合がある．

Webサイト管理者が既存Webサイトに新たな機能を
追加する手法には，大きく分けて次の2通りある．
1既存のHTMLをサーバー側で変換する手法［6, 7］

1．はじめに

現在ではWebは，業務を遂行したり日常生活を送っ
たりする上で，なくてはならないものとなっている．情
報の伝達および電子商取引などの様 な々処理のため
に，多くのWebサイトが構築されている．これら既存
のWebサイトから発信されるWebコンテンツに様々な
機能を追加し，利用者固有の要求を満たすサービス
への期待が高まっている．
既存のWebサイトに追加したい機能として代表的

なのが，アクセシビリティ［1, 2］を高めるための機能
である．画面の拡大，色の組み合わせの変更，音声
での読み上げといった機能を追加することによって，
視覚障害者や高齢者のアクセシビリティを高めること
ができる．
その外にも，既存のWebサイトに追加すると便利な
機能として，例えば次のようなものが考えられる．
（a）子供向けに漢字に振り仮名を表示する．
（b）頭文字だけをとった略語を展開する．
（c）外国語を翻訳する．
既存Webサイトに新たな機能を追加するのが利用

者の場合［3］と，Webサイト管理者の場合［4, 5］とで
は，対処のための要件が以下のように異なる．利用者
が追加する場合は，任意のWebサイトに新たな機能を
追加することができるが，利用者が自分でアプリケー
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2既存のHTMLをサーバー側で変換しない手法［4, 5］
1の手法では，画面の拡大といった単純なことだ

けではなく，携帯電話向けにCHTMLやWMLに変換
したり，イメージファイルを縮小したりといったことも
可能である．しかし，変換のためのサーバーが必要
になり大掛かりなものになる．2の手法では，既存の
HTMLを読み込んだWebブラウザのDOM［8］を
ActiveXやJavaScriptで操作することになる．そのため，
HTMLを変換する手法よりもできることが限られるが，
サーバーの負荷がほとんどなく，多くの一般的なWeb
サーバーに対応できるという利点がある．本論文で
は，2の手法を扱う．
既存のHTMLを読み込んだWebブラウザのDOM

をActiveXを用いて操作することが可能である．しか
し，ActiveXを用いると，クライアント環境として
WindowsとInternet Explorerの組み合わせに限定さ
れてしまう．JavaScriptを用いてDOMを操作すると，
多くのクライアント環境で利用することが可能である．
しかし，Webブラウザの別のフレームやウィンドウを
制御することは，Webブラウザのセキュリティの制限
により，そのフレームやウィンドウに表示されている
Webページが同じドメインに存在する場合しか許され
ていない．そのため，従来の技術では，複数のドメイ
ン上の既存Webサイトに統一的に新たな機能を追加
するためには，クライアント環境に固有な技術を使わ
なければならないという問題がある．
また，このような新たな機能をセッションを越えて

利用するためには，表示倍率や配色などのパーソナ
ライズのための情報を保存する必要がある．このよう
な情報は個人情報であるので，可能ならばサーバー
側に保存しないことが望ましい．Webブラウザがこの
ような情報を保管する場合には，クッキー［9］を用い
ることになる．しかし，クッキーを用いるとドメインの
異なるWebサイト間で情報を共有することができない
という問題がある．
本論文では，これらの問題を解決する手法を提案
する．以下では，まず，ダイナミックHTMLを用いて既
存Webサイトに新たな機能を追加する基本的な手法
について説明する．次に，我々が提案する複数ドメイ
ンの問題を考慮した拡張について述べる．最後に，
本論文をまとめる．本論文の手法では，クライアント
環境としてWindowsとInternet Explorerの組み合わせ
に加えて，LinuxやWindowsとMozillaの組み合わせ
などを使うことが可能である．

2．基本となる手法

2.1 ダイナミックHTML
Webブラウザ上に読み込まれたHTMLは，DOM［8］

と呼ばれる木構造で表現される．JavaScriptを用いる
と，このDOMに対して構造や属性を変えるなどの
様々な操作を行うことができる．HTMLのDOMを操
作してWebブラウザ上の表示を変化させることは，ダ
イナミックHTMLと呼ばれている．Webブラウザによっ
てJavaScriptからDOMを操作するAPIに違いがある
が，注意深くプログラミングすることでAPIの違いを吸
収し，複数の種類のWe bブラウザで動作する
JavaScriptを作成することが可能である．
既存のWebサイトのWebページをWebブラウザのフ
レームに読み，そのフレーム内のHTMLのDOMを
JavaScriptで操作すれば，様 な々新たな機能を追加す
ることができる．例えば，マウスポインタの指す位置
にある要素を反転し，さらに別のフレームに拡大して
表示するといったことができる（図1）．

既存Webサイトを表示するフレームのページが遷移
するたびに，そのページの読み込みが終了した時点
で初期処理を行う必要がある．この初期処理は，
FRAME要素のonloadイベントハンドラで設定する．
HTML 4.01の仕様［10］では，onloadイベントハンド
ラは，BODY要素とFRAMESET要素に対してしか設
定できないことになっているが，Internet Explorerで
もMozillaでもFRAME要素に設定できるように拡張さ
れている．これらのWebブラウザがバージョンアップ
されるときには，互換性を考慮されるはずなので，こ
れらのWebブラウザでは今後ともFRAME要素の
onloadイベントハンドラを利用できるはずである．
既存Webサイト自体がフレームを利用している場合
には，そのままではフレーム内でページを遷移したと
きに，初期処理を呼び出すことができない．事前に
フレームセットを定義するWebページを修正し，
FRAME要素のonloadイベントハンドラを設定してお
く必要がある．ただし，ほとんどのWebサイトでは，フ
レームセットを定義するWebページの数は多くないの
で，大きな作業にはならない．

図1. 文字列を拡大する例

拡大率の変更など 
を行うフレーム 

拡大した文字列の 
表示を行うフレーム 

既存コンテンツの 
表示を行うフレーム 
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を同じドメインとして扱うことができないという欠点で
ある．なぜなら，この方法では，ibm.comのようにドメ
インの第2レベル（ibm.co.jpなどの場合は第3レベル）
が共通でなければならないからである．

3．複数ドメイン上のWebサイトへの拡張

3.1  別のドメイン上のWebページへの遷移
2.2節で述べたように，基本となる手法を単純に適

用しただけでは，新たな機能を利用しているときに，
別のドメイン上のWebページへ遷移するとその機能
が利用できなくなってしまう．本節では，このようなと
きにも利用者に負担を掛けることなく同じ機能を利用
できるように，前章の手法を拡張する．
新たな機能を統一的に追加しようとする複数のWeb
サーバーの中から1つを選び，このWebサーバーに特
別な役割を持たせる．以下では，このWebサーバー
を主Webサーバーと呼び，それ以外のWebサーバー
を従Webサーバーと呼ぶ（図2）．

すべてのWebサーバーには既にコンテンツが存在
している．これらのコンテンツを変更することなく，
Webサーバーで実行されるプログラムとWebブラウザ
で実行されるJavaScriptを追加する．Webサーバーで
実行されるプログラムは，フレームを用いたHTMLを
生成するものであり，同じ機能を持つものをそれぞれ
のWebサーバーに導入する．Webブラウザで実行され
るJavaScriptは，アクセシビリティなどの新たな機能を
追加するものであり，主Webサーバーにのみ配置する．
以下では，主Webサーバーをw3.trl.ibm.com，従Web
サーバーをw3.watson.ibm.comとw3.almaden.ibm.com
として説明する．
図3にフレームを用いたHTMLを生成するプログラ
ムのJSPによる実装の例を示す．

7行目のJavaScriptは主Webサーバーに置かれてい
るものを参照している．11行目で既存コンテンツを表
示するFRAME要素のonloadイベントハンドラが設定

初期処理では，onmouseoverやonmouseoutなどの
イベントハンドラを設定するなどの処理を行う．この
ことにより，既存Webサイトを表示するフレーム上で利
用者がマウスポインタを移動したときにDOMを操作
することができるようになる．
また，追加する機能によっては，初期処理でDOM
の構造を変更する必要がある．文単位で文字を拡大
するという機能とTRLのような頭文字をとった略語を
Tokyo Research Laboratoryのように展開するという機能
の2つの機能を考える．onmouseoverやonmouseoutな
どのイベントハンドラを用いて，文や略語の上にマウ
スポインタが移動したり文や略語の上からマウスポイ
ンタが離れたりしたときに，そのことを検知するため
には，文や略語が独立したHTMLの要素となってい
る必要がある．
そのためには，文や略語を値として持つSPAN要素
を追加するようにDOMの構造を変更すれば良い．
SPAN要素には，どのような目的で追加したものなの
かをclass属性で示しておく．例えば，文のSPAN要素
にはsentenceというclass属性を，略語のSPAN要素に
はacronymというclass属性を設定する．

2.2 ドメインの問題
既存Webサイトを表示するフレームで，別のドメイ

ン上のページに遷移すると，初期処理を行うイベント
ハンドラを実行することができない．これは，セキュリ
ティ上の問題があるので，別ドメインのページのDOM
を操作できないように，Webブラウザが制限している
ためである．
ドメインをJavaScriptで設定することにより，ドメイン
の範囲を広げることができる．例えば，w3.trl.ibm.com
とw3.watson.ibm.comのすべてのWebページに，

document.domain = "ibm.com";

というJavaScriptを埋め込めば，それらのすべての
Webページは同じドメインとして扱われ，お互いに
JavaScriptでDOMを操作することができる．HTMLの
DOMの仕様［9］では，document.domainは変更できな
いことになっているが，Internet ExplorerでもMozilla
でもこの方法により，変更することが可能である．た
だし，この方法には，次に述べる2つの欠点があるた
め，本論文では採用していない．

1つ目は，Webサーバーに負荷がかかってしまうと
いう欠点である．なぜなら，この方法では，既存のす
べてのWebページをWebサーバー側で変換しなけれ
ばならないからである．

2つ目は，地方自治体と第三セクターのWebサーバー
や企業グループ内のそれぞれの企業のWebサーバー

図2. システムの構成

主Webサーバー 

Webブラウザ 

既存コンテンツ 

フレームを用いたHTML 
を生成するプログラム 

新たな機能を追加する 
JavaScript

従Webサーバー 

既存コンテンツ 

フレームを用いたHTML 
を生成するプログラム 
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されている．コンテンツの指定には，hrefというパラ
メータでURLを渡すことがsrc属性に示されている．
図4にドメインごとに同じ機能を追加するためにフ

レームを用いたHTMLを作成するURLを登録する
JavaScriptの例を示す．これは，図3の7行目で指定さ
れているJavaScriptの一部である．
例えば，

http://w3.trl.ibm.com/news.html

に新たな機能を伴ってアクセスするには，

http://w3.trl.ibm.com/RakurakuWeb/rakuraku.jsp?
href=http://w3.trl.ibm.com/news.html

と指定すれば良い．

前章で述べた既存Webページを読み込んだときの
初期処理で次の処理を追加する．まず，そのWebペー
ジ内のすべてのA要素のhref属性とFORM要素の
action属性を調べる．次に，これらの属性が現在のド
メインではないが同じ機能を追加するWebサーバー
のドメインであれば，属性を新たな機能を伴ってアク
セスするものに変え，target属性も_topに変える．この
ことにより，事前に定義しておいた別のドメイン上の
Webページに遷移しても，同じ機能を伴ってアクセス

することができる．
既存コンテンツに，JavaScriptを用いてページの遷

移が記述されている場合がある．そのようなときには，
上述のA要素とFORM要素の変換のように簡単には
変換することはできない．JavaScriptを用いたページの
遷移を止めるか，JavaScriptを修正する必要がある．

3.2 ドメイン間のクッキーの共有
1章で述べたように，ドメイン間でクッキーを共有す
るためには工夫が必要である．Webブラウザのセキュ
リティの制限により，Webページから別のドメインが管
理しているクッキーを読んだり書いたりすることはで
きない．
我 は々，クッキーを管理するための大きさ0のフレー
ムを用いてこの問題を解決した．図3の13行目のフレー
ムがそれである．以下では，このフレームをクッキー
管理フレームと呼ぶ．また，この図の10行目のフレー
ムを追加機能フレームと呼ぶ．

（a）クッキーの読み込み
図5に従Webサーバー上のWebページから主Web

サーバーが管理するクッキーを読み込む手順を記す．
手順1. 追加機能フレームは，主Webサーバーに対し

て，クッキーを読むJavaScriptを含むHTMLを
要求する．このとき，ターゲットとしてクッキー
管理フレームを指定する．また，パラメータと

図3. フレームを用いたHTMLを作成するJSPの例

1 <!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN">
2 <HTML>
3 <HEAD>
4 <%@ page language="java" contentType="text/html; charset=SHIFT_JIS" pageEncoding="SHIFT_JIS" %>
5 <META http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=SHIFT_JIS">
6 <TITLE>rakuraku.jsp</TITLE>
7 <SCRIPT type="text/javascript" src="http://w3.trl.ibm.com/RakurakuWeb/rakuraku.js"></SCRIPT>
8 </HEAD>
9 <FRAMESET rows="20%, *, 30%, 0%">
10   <FRAME src="controller.html" name="controllerFrame">
11   <FRAME src="<%=request.getParameter("href") %>" name="contentsFrame" onload="init(contentsFrame)">
12   <FRAME src="magnifier.html" name="magnifierFrame">
13   <FRAME name="personalizedDataFrame">
14   <NOFRAMES>
15   <BODY>
16   <P>This page uses frames. The current browser you are using does not support frames.</P>
17   </BODY>
18   </NOFRAMES>
19 </FRAMESET>
20 </HTML>

図4. ドメインごとに新しい機能を追加するURLを登録するJavaScriptの例

1 var RAKURAKU_JSPS = new Object();
2 RAKURAKU_JSPS["w3.trl.ibm.com"] = "http://w3.trl.ibm.com/RakurakuWeb/rakuraku.jsp";
3 RAKURAKU_JSPS["w3.watson.ibm.com"] = "http://w3.watson.ibm.com/RakurakuWeb/rakuraku.jsp";
4 RAKURAKU_JSPS["w3.almaden.ibm.com"] = "http://w3.almaden.ibm.com/RakurakuWeb/rakuraku.jsp";
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して，手順5のあて先となるURLを渡す．
手順2. 主Webサーバーは，渡されたURLが事前に

登録されたドメインのものであるかを確認し，
登録されたものであれば，クッキーを読む
JavaScriptを含むHTMLを生成する．

手順3.主Webサーバーは，クッキー管理フレームに対
して，生成したJavaScriptを含むHTMLを送る．

手順4. クッキー管理フレームは，受け取ったJavaScript
を実行することにより，主Webサーバーが管理
するクッキーを読む．

手順5. クッキー管理フレームは，従Webサーバーに
対して，追加機能フレームへ読み込んだクッ
キーを知らせるためのJavaScriptを含むHTML
を要求する．このとき，パラメータとして，読み
込んだクッキーを渡す．

手順6.従Webサーバーは，追加機能フレームへ読み
込んだクッキーを知らせるためのJavaScriptを
含むHTMLを生成する．

手順7.従Webサーバーは，クッキー管理フレームに対し
て，生成したJavaScriptを含むHTMLを送る．

手順8. クッキー管理フレームは，追加機能フレーム
のJavaScriptを呼び出すことによって，読み込
んだクッキーを知らせる．

（b）クッキーの書き出し
図6に従Webサーバー上のWebページから主Web

サーバーが管理するクッキーに書き出す手順を記す．
手順1. 追加機能フレームは，クッキー管理フレーム

に対して，クッキーを書くJavaScriptを含む
HTMLを要求する．このとき，ターゲットとして
クッキー管理フレームを指定する．また，パラ
メータとして，書き出すクッキーの値を渡す．

手順2. 主Webサーバーは，ダイアログボックスを出
して利用者に確認後にクッキーを書く
JavaScriptを含むHTMLを生成する．

手順3.主Webサーバーは，クッキー管理フレームに対し
て，生成したJavaScriptを含むHTMLを送る．

手順4. クッキー管理フレームは，受け取ったJavaScript
を実行することにより，ダイアログボックスを
出して利用者にクッキーの書き出しを確認す
る．利用者から確認が得られたら，主Webサー
バーが管理するクッキーを書く．

手順2の中で，どのWebサイトからの要求であるの
かを正確に知ることができれば，手順4で利用者に確
認を取る必要がない．そのために，HTTPリクエストの
refererフィールド［11］（注: このフィールドは，Webブ
ラウザがHTTPリクエストを出すときに表示している
URLを示す．英語としてはreferrerが正しいが，HTTP

図5. クッキーを読み込む手順

Webブラウザ 

： 追加機能フレーム ： クッキー管理フレーム ： 主Webサーバー ： 従Webサーバー 

1. JavaScriptを要求（パラメータ： 5.のURL） 

5. JavaScriptを要求（パラメータ： クッキー） 

8. JavaScript 
　呼び出し 

3. JavaScript

7. JavaScript
6. JavaScript生成 

2. 渡されたパラメータが 
　登録されたドメインか確認 
　し、JavaScript生成 

4. クッキーを読む 

図6. クッキーを書き出す手順

Webブラウザ 

： 追加機能フレーム ： クッキー管理フレーム ： 主Webサーバー ： 従Webサーバー 

1. JavaScriptを要求（パラメータ： クッキー） 

3. JavaScript 2. JavaScript

4. 利用者に確認し、 
クッキーを書く 
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リクエストのフィールド名としてはrefererを用いる．）を
使うということが考えられる．しかし，refererフィール
ドは，Webブラウザの設定やファイアウォールの設定
によっては，正しくサーバーに送られない．そのため，
手順2の中でこのフィールドを用いてJavaScriptを生
成すべきかどうか判定することはできない．

4．おわりに

本論文では，既存Webサイトをほとんど変更するこ
となく，アクセシビリティを高めるなどの新たな機能を
追加する手法を提案した．この手法では，JavaScript
を用いているために，クライアントの環境が特定のOS
やWebブラウザに依存しないようにできる．また，複数
のドメイン上に存在する関連するWebサイト間でペー
ジを遷移したときにも，利用者に負担をかけることな
く，新たに追加した機能を利用できるようにすること
ができる．さらに，複数のドメイン上の関連するWebサ
イト間でパーソナライズのための情報をサーバーに
保管することなく共有することができる．
本論文で提案している手法の制限として，既存コ

ンテンツにフレームを使っている場合には，フレーム
セットを定義するWebページを修正する必要がある．
ただし，ほとんどのWebサイトでは，フレームセットを
定義するWebページの数は多くないので，大きな作業
にはならない．また，JavaScriptを用いてページの遷
移を記述している場合にも，修正する必要がある．た
だし，JavaScriptを使わないようにWebブラウザを設定
している場合にも正しくページ遷移するように考慮さ
れたWebサイトでは，JavaScriptを用いたページ遷移
は多く用いられていないと考えられる．
東京基礎研究所では，らくらくウェブ散策［4, 5］と

いうインターネット閲覧支援ソフトウェアを2002年に開
発した．らくらくウェブ散策は，既存Webサイトに修正
を加えることなく表示倍率や配色を変えたり，テキス
トを読み上げたりといった機能を持ち，官公庁や民
間企業のWebサイトで採用されている．ただし，現在
リリースされているものは，ActiveXを用いて実装さ
れているため，クライアント環境としてWindowsおよび
Internet Explorerが対象となっている．本論分の手法
により，らくらくウェブ散策を様 な々クライアント環境で
稼動させることが可能となる．我々は，この手法をら
くらくウェブ散策に応用し，実環境においてこの手法
の有効性を評価していく予定である．
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